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                 プリミエール酒々井の目標（平成２４年度）自己評価書 

 

プリミエール酒々井 館長 木村修一 

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

１ 施設に維持管理の健全化（管理班・図書班） 

 当施設は、開設から８年が経過し、修繕やメンテナンスあるいは更新を必要とす

る機器等が生じているため、施設本来の機能の維持に努め、利用者へ支障をきたさ

ぬよう努めます。 

※ プリミエール酒々井開館 平成１５年９月１３日 

   ※ 平成２３年度の主な修繕・更新 

     ① 空調機、吸排気ファン軸交換（1,192,000 円） 

   ※ 平成２４年度の主な修繕等 

① 雨水移送ポンプ分解整備（117,600 円） 

     ② 自動ドア修繕(247,800 円) 

     ③ 非常用発電機分解整備(336,000 円) 

 

２ 自主事業の推進（図書班） 

  自主事業の再検討を行うなど、より多くの方々に図書館を利用していただけるよ

う事業の推進を図ります。 

   ※ 自主事業 

① おはなし会（平成 16年度から実施） 

毎月第 2木曜日、第 4日曜日に実施。図書館司書及びボランティアで対

応     

 

４ 
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２台ある空調システムの内１台が原因不明の故障により

運転を停止しており外気温が低い日には、快適とはいえな

い状況にありました。本年度においては、空調システムの

故障個所を調査し修理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 読書への関心を高めることを目的として、幼児及び小

学生低学年を対象に、読み聞かせ等を実施。 

実施回数２３回 延べ参加人数 ２１３人 

達成度：H25.3.31の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 

様式１ 
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② わらべうたの会（平成 21年度から実施）図書館司書及びボランティアで

対応 

    ③ 家庭教育学級・図書館・人権教育セミナー合同講習会 

    ④ 理科教室 

    ⑤ 工作教室 

 

 

 

３ チャレンジ目標（利用者へのサービス向上） 

 図書館利用者に対して、より利用しやすい施設となるよう努めます。 

① 図書のリクエストについては 100％要望に応えます。 

② 小中学校との連携 

     ・町内３校の学校図書に対する資料貸出及び情報提供 

 ・職場体験、職場見学等、児童・生徒の受け入れ 

 ・団体貸出の活用支援 

 ・小学校新１年生への図書利用カードの配付 

③ その他 
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② 親子のコミュニケーションと言葉を楽しむことを目

的に実施（実施回数３回 延べ参加人数１７人） 

③ 生涯学習推進のため、読書や図書館利用を啓

発する講演会を実施 （参加人数３５０人） 

④・⑤ 知識や科学的な読み物に興味を持っても

らうため、工作教室や理科教室を実施し本を紹

介。（参加人数工作教室２４人、理科教室１７

人） 

 

 

① 県内図書館からの取り寄せ等、購入以外の方

法も用いることにより、ほぼ 100％要求に応え

ている。（リクエスト；購入５０３冊、    

借用１，６９７冊） 

② 町内小中学校に対し読書普及を推進するた

め、相互に協力しながら進めています。 

   ・資料貸出冊数２，１５８冊 

   ・職場体験、見学２８人 

    (酒中 12・成中４・酒小 8・大室小４) 

   ・小学校新 1年生利用カード登録１１０名 

 

 

 


